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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 16日 (2007.2.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 の 解 決 手 段 】
　 こ の 様 な 状 況 に 鑑 み て 、 本 発 明 者 ら は 、 使 用 感 、 安 全 性 に 優 れ る 、 温 感 を 有 す る パ ッ ク
化 粧 料 を 求 め て 鋭 意 研 究 努 力 を 重 ね た 結 果 、 １ ） 炭 酸 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上
と ２ ） マ グ ネ シ ウ ム 塩 及 び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と ３ ） 炭 素
数 １ ０ ～ ２ ４ の 高 級 ア ル コ ー ル か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と を 含 有 す る こ と を 特 徴
と す る 発 泡 パ ッ ク 用 組 成 物 を 用 時 、 有 機 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 を 含 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 発 泡 用 の 組 成 物 で 発 泡 さ せ る タ イ プ の パ ッ ク 料 に こ の 様 な 特 性 が あ る こ と
を 見 い だ し 、 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す 技 術 に 関 す る も の で
あ る 。
（ １ ） １ ） 炭 酸 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と ２ ） マ グ ネ シ ウ ム 塩 及 び 酸 化 マ グ ネ
シ ウ ム か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と ３ ） 炭 素 数 １ ０ ～ ２ ４ の 高 級 ア ル コ ー ル か ら 選
ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 泡 パ ッ ク 用 組 成 物 。
（ ２ ） 炭 酸 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と し て 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を ０ ． ５ ～ ８
重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に 記 載 の 発 泡 パ ッ ク 用 組 成 物 。
（ ３ ） マ グ ネ シ ウ ム 塩 及 び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と し て 、 酸
化 マ グ ネ シ ウ ム を １ ～ ５ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 発 泡
パ ッ ク 用 組 成 物 。
（ ４ ） 炭 素 数 １ ０ ～ ２ ４ の 高 級 ア ル コ ー ル か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と し て 、 セ タ
ノ ー ル を １ ～ １ ０ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ３ ） 何 れ か １ に 記 載 の
発 泡 パ ッ ク 用 組 成 物 。
（ ５ ） 有 機 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （
４ ） 何 れ か １ の 記 載 の 発 泡 パ ッ ク 用 組 成 物 を 発 泡 さ せ る 為 の 発 泡 用 の 組 成 物 。
（ ６ ） 有 機 酸 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と し て 、 ク エ ン 酸 イ オ ン を ク エ ン 酸 に 換 算
し て １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ５ ） に 記 載 の 発 泡 用 の 組 成 物 。
（ ７ ） （ １ ） ～ （ ４ ） 何 れ か １ 項 に 記 載 の 発 泡 パ ッ ク 用 の 組 成 物 と （ ５ ） 又 は （ ６ ） に 記
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載 の 発 泡 用 の 組 成 物 と を 組 み 合 わ せ て な る 発 泡 パ ッ ク 。
（ ８ ） 温 感 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ７ ） に 記 載 の 発 泡 パ ッ ク 。 以 下 、 本 発 明 に つ い
て 実 施 の 形 態 を 中 心 に 詳 細 に 説 明 を 加 え る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ １ ） 本 発 明 の 発 泡 パ ッ ク 用 の 組 成 物 の 必 須 成 分 で あ る 炭 酸 塩
　 本 発 明 の パ ッ ク 用 の 組 成 物 は 炭 酸 塩 か ら 選 ば れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 を 必 須 成 分 と
し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 で 使 用 で き る 炭 酸 塩 と し て は 、 化 粧 料 な ど で 使 用
さ れ て い る も の で あ れ ば 特 段 の 限 定 無 く 使 用 す る こ と が 出 来 、 例 え ば 、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、
炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 カ リ ウ ム 、 炭 酸 水 素 カ リ ウ ム な ど の 炭 酸 と 水 素 イ オ ン を 含 有 し
て も 良 い ア ル カ リ 金 属 の 塩 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム な ど の 炭 酸 と 水 素 イ オ
ン を 含 有 し て も 良 い ア ル カ リ 土 類 金 属 の 塩 が 好 ま し く 例 示 で き 、 こ れ ら の 内 で は 、 発 泡 特
性 か ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 含 有 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の 含 有
量 は 、 組 成 物 全 量 に 対 し て ０ ． ５ ～ ８ 重 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ～ ７ 重 量 ％ が 更 に 好 ま し い 。
又 、 炭 酸 塩 の 含 有 量 と し て は 、 １ ～ １ ０ 重 量 ％ が 好 ま し く 、 更 に 好 ま し く は ２ ～ ８ 重 量 ％
で あ る 。 こ れ は 多 す ぎ て も 少 な す ぎ て も 泡 形 成 が 阻 害 さ れ る か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ５ ） 本 発 明 の 発 泡 用 の 組 成 物
　 本 発 明 の 発 泡 用 の 組 成 物 は 、 使 用 直 前 に 上 記 発 泡 パ ッ ク 用 の 組 成 物 と 混 合 し て 、 こ れ を
発 泡 さ せ る た め の も の で あ っ て 、 そ の 必 要 な 構 成 要 件 と し て は 、 有 機 酸 を 含 有 す る こ と で
あ る 。 こ れ は 、 か か る 有 機 酸 に よ っ て 、 上 記 発 泡 パ ッ ク 用 の 組 成 物 中 の 炭 酸 塩 が 加 水 分 解
し て 炭 酸 ガ ス を 発 生 す る か ら で あ る 。 こ の 様 な 有 機 酸 は 、 発 泡 用 に 組 成 物 全 体 が 酸 性 に な
る の で あ れ ば 、 遊 離 の 有 機 酸 の 形 態 で あ っ て も 、 一 部 が 塩 に な っ た 酸 性 の 緩 衝 組 成 物 の 形
態 で あ っ て も か ま わ な い 。 好 ま し い 形 態 は 、 泡 が 持 続 的 発 生 す る こ と か ら 、 一 部 が 塩 と
な っ た 緩 衝 組 成 物 の 形 態 で あ る 。 こ の 様 な 有 機 酸 （ イ オ ン ） と し て は 、 ク エ ン 酸 （ イ オ ン
） 、 蓚 酸 （ イ オ ン ） 、 グ リ コ ー ル 酸 （ イ オ ン ） 、 乳 酸 （ イ オ ン ） 、 リ ン ゴ 酸 （ イ オ ン ） 等
が 例 示 で き 、 こ れ ら は 唯 １ 種 を 含 有 す る こ と も 出 来 る し 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 含 有 す
る こ と も 出 来 る 。 こ の 様 な 中 で 特 に 好 ま し い 形 態 は 、 組 成 物 全 量 に 対 し て 、 ク エ ン 酸 を 、
ク エ ン 酸 イ オ ン を ク エ ン 酸 に 換 算 し て １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ 、 更 に 好 ま し く は １ ５ ～ １ ８ 重 量
％ 含 有 す る こ と で あ る 。 有 機 酸 の 含 有 量 と し て は 、 酸 の 量 に 換 算 し て 、 総 量 で 組 成 物 全 量
に 対 し て １ ０ ～ ２ ５ 重 量 ％ で あ り 、 更 に 好 ま し く は １ ５ ～ ２ ０ 重 量 部 で あ る 。 こ れ は 、 上
記 の 炭 酸 塩 の 加 水 分 解 に 見 合 っ た 量 だ か ら で あ る 。
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